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議会運営委員会会議録（要旨）

１ あいさつ

議長

市長

２ 議題

⑴ 令和５年第１回長久手市議会定例会について

ア 市長提出議案について

＜説明：総務部長、総務部次長、行政課長、財政課長＞

・ 議案第 27 号から議案第 30 号（議案の概要のとおり）

（委員長） 説明のとおりの内容でよいか。

（大島議員）議案第 27 号令和４年度長久手市一般会計補正予算（第 13 号）の繰越明許費

補正「新型コロナウイルス感染症対策中小企業経営改善等補助事業」について、

繰越しの理由ははどのようか。

（財政課長）この補助金は、中小企業のさまざまなチャレンジを応援する目的で、店舗の

改修費用などを補助する事業であり、令和４年度中に完了したものを対象とす

る。民有地に住宅兼店舗を建設予定として補助金の申請があったが、その土地

に市管理の歩道橋の基礎部分がかかっていることが判明して工事が遅れ、令和

４年度中の完了が難しくなったため、令和５年度まで延長して補助金が支払え

るように要綱を改正し、予算の繰越しを行うものである。

（冨田委員）議案第28号令和５年度長久手市一般会計補正予算（第１号）の新型コロナウ

イルス予防接種健康被害給付金は、実際に被害に遭った人がいるから予算を計

上したということか。

日 時 令和５年３月 15 日（水） 午前 10 時 00 分～午後０時 02 分

場 所 長久手市役所本庁舎 ２階 委員会室

出席委員

委員長 なかじま和代 副委員長 田崎あきひさ

委 員 大島令子 岡崎つよし 木村さゆり

冨田えいじ 野村ひろし 山田けんたろう

職務のため

出席した者

の職氏名

市 長 田一平

総務部長 加藤英之 総務部次長 福岡隆也

行政課長 若杉雅弥

議 長 川合保生

委員外議員 ささせ順子 わたなべさつ子

事務局長 横地賢一 議事課長 福岡弘恵 議事係長 村瀬紗綾香
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（財政課長）被害に遭った人が出たときのための予算計上である。調査委員会により、給

付金の給付が妥当と認められた場合に支出する。

＜市長、総務部長、総務部次長、財政課長、行政課長退席＞

（委員長） 議案第 27 号と議案第 28 号は分科会に送付しないことでよいか。

＜異議なし＞

イ 議員提出議案について

・発委第２号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例について

（委員長） 発委第２号の議案内容の確認をお願いする。

（委員長） この内容で議案を提出してよいか。

＜異議なし＞

（委員長） 委員会付託省略としてよいか。

＜異議なし＞

ウ 議事日程（第６号）について

＜事務局説明＞

・日程第１ 諸般の報告

議案の提出について

・日程第２ 議案第 27 号から議案第 30 号まで（議案の上程、説明、質疑、委員会

付託）

・日程第３ 議案第１号から議案第 30 号まで（委員長報告、委員長報告に対する

質疑、討論採決）

・日程第４ 発委第２号（議案の上程、説明、質疑、討論採決）

・議案第 27 号、第 28 号：予算決算委員会に付託

・議案第 29 号、第 30 号：総務くらし建設委員会に付託

・第６号当日の流れ 本会議→予算決算委員会（審査・採決）→総務くらし建設委

員会→本会議の順

・委員会審査済の議案は全て可決と報告有り。

（委員長） 説明のとおりの内容でよいか。

＜異議なし＞

⑵ 陳情第１号政党機関紙（赤旗）の市庁舎内での勧誘・購読・配達を自粛する事に関

する陳情

（委員長） この陳情書の取扱いについて、意見はあるか。

（大島委員）各議員への配付に留めることとするのがよい。
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（副委員長）執行部側に関する内容も含まれているので、執行部にも陳情があった旨を伝

える必要はあると思う。

（山田委員）執行部には、同様の陳情は提出されていないか。

（事務局） 議長あてのみである。

（副委員長）陳情の内容について、執行部には執行部の判断があると思う。善処方を求め

るというわけではなく、陳情があった事実と内容の情報共有は必要である。

（木村委員）各議員への配付に留めることでよいと思う。

（大島委員）提出者も市外の人であるし、添付されている資料の内容も本市のことではな

い。政党の活動は自由であるし、執行部へ伝える必要はないと思う。

（副委員長）執行部へ伝えなくてもよいという理由は、内容が不適切だからか。

（大島委員）二元代表制のもと、議員活動、政党活動は自由に行えなくてはならない。議

会と執行部は別のものとして、棲み分けをきちんとしておくべきだからである。

（委員長） 各議員への配付に留めるか、執行部へ陳情があった旨を伝えるか、どちらか

に挙手を願う。

「各議員への配付に留める」に挙手：大島委員、木村委員、野村委員

「執行部へ陳情があった旨を伝える」に挙手：

副委員長、岡崎委員、冨田委員、山田委員

（委員長） 執行部へ陳情があった旨を伝えることとする。

⑶ 「長久手市議会申合せ事項及び運営上の先例集」の内容改訂について

＜事務局説明＞（資料：申合せ事項取りまとめ（案））

（事務局） 第１章総則の４議席⑴については、本市議会の会議規則に、議員の議席は議

長が定めると規定されているため、「議席の割り振りは、議員の期数順を基本

として定める」という記載にした。

（大島委員）現在の申合せでは「所属会派別に定める」としているはずだが、どのように

解釈すればよいか。

（事務局） 前回の委員会では、所属会派別という考え方を残すか残さないかということ

についての結論は出なかった。本市議会の会議規則で、議席は議長が定めると

いうことが規定されているので、その意味も含めて案のような記載とした。

（大島委員）「期数順を基本とする」のみだと、同じ会派の議員が議場の中でバラバラに

なる可能性がある。「期数順を基本とし、所属会派別に定める」とするのがよ

い。

会議録は要点筆記なので、後に議員になる人が、その文言に決めるときにど

のような意見があって、どのような意味合いが含まれているか分からないか

もしれない。「期数順を基本とする」だけだと、拡大解釈される恐れがある。

（委員長） 前回の委員会では、「期数順を基本とする」ことは議席決定の前提であるの

で、追記することを決めた。所属会派ごとにまとまることを否定するものでは

ないが、「所属会派別に定める」という文言を残すか残さないかについての議
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論はしていないので、考えをまとめてほしい。暫時休憩とする。

＜休憩：午前 11 時 08 分＞

＜再開：午前 11 時 20 分＞

（委員長） 「議席の割り振りは、議員の期数順を基本とし、議員間での調整の上、議長

が定める」としてよいか。

＜異議なし＞

３ その他

・議会運営委員会の開始時刻について

（委員長） 開始時刻を午前 10 時から午前９時 30 分に変更することについて、各会派の

意見を伺う。

（改革ながくて）

事務局や執行部の事務への影響がなければ、賛成である。

（無会派の会）

会派の中では意見がまとまらなかった。自分としては、午前 10 時のままで

よいと思っている。

（芯政クラブ）

午前９時 30 分からの開始に賛成ではあるが、事務局の事務に影響はないか。

（事務局） 12 月の委員会で整理し終わった「議案等資料の公開（配付）時期」の中で、

議案や議案の概要などは、「提出する議運当日 開始１時間半前」の公開とし

ている。委員会の開始時刻を午前９時 30 分に早めると、事務局職員が勤務時

間外である午前８時に出勤して、資料公開の作業をすることになる。

（芯政クラブ）

事務局の負担が大きいようであれば午前 10 時開始のままとし、議事の精査

や進行を工夫することで会議時間の短縮を図るとよいと思う。必ずしも、午前

中に会議を終えなければならないというわけでもない。

（みらい） 同感である。例えば、会派で意見をまとめてから委員会に臨んだものの、他

の会派の意見を聞いて考えが変わった場合に、自分の一存で即答できないこと

もある。会派の所属議員同士、委員会中はすぐに連絡のとれる状態にしておく

などの工夫をすることで、委員会の時間を短縮できると思う。

（公明党） 午前 10 時からのままでよい。

（香流） 会派の意見としては午前９時 30 分開始であったが、事務局の事務に支障が

あるなら午前 10 時からでよいと思う。

（改革ながくて）

事務局の事務に影響があるようなので、午前 10 時のままでよい。

（委員長） 事務局が時間外に出勤しないと資料の公開作業ができないならば、元より午
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前９時 30 分からの会議開始は不可能ということなので、午前 10 時のままとす

る。

・その他の報告事項

（委員長） 子ども議会の反省点について、各議員からいただいた意見も含め、自分と事

務局で、それぞれ文書にまとめた。各自目を通していただき、次回の開催に活

かしてほしい。

３月 17 日の定例会閉会後、今年度実施した常任委員会・議会運営委員会の

行政視察の結果報告を、各委員長から全議員に対して行う。

（事務局） 長久手市議会の個人情報の保護に関する条例施行規程について、市の定める

規程と差異がないように調整しながら進めているが、執行部側がまだ準備段階

であるため、この場で提示することができない。令和５年４月１日には滞りな

く施行できるよう、事務局で整備しておく。

名古屋テレビから取材の依頼があり、議長の許可が得られたため、３月 17

日の閉会日に議場に撮影が入ることとなった。「女性議員の割合が高いまち」

ということでの取材依頼であり、本会議の冒頭で、傍聴席からの撮影になる。

（岡崎委員）どのくらいの時間まで撮影するのか。

（事務局） 撮影時間は分からないが、会議に影響が出ないよう、出入りの際は事務局が

注意・案内する予定である。

（山田委員）取材した内容は、いつ放映されるか。

（事務局） 必ず放映されるかは分からないが、４月の市議会議員選挙が近づいてきた辺

りの日の、夕方の情報番組で放映される予定と聞いている。

（委員長） これで、今任期最後の議会運営委員会が終了となる。市民にわかりやすく開

かれた議会を目指し、たくさんのことを決めることができた。協力に感謝する。

以上で議会運営委員会を終了する。


